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（１） 趣旨 
 

  下野市教育委員会では、下野市総合計画後期基本計画（平成２４年度～平成

２７年度）」に基づき、市民と行政との協働を基調とした「心豊かに暮らせる、

創造と躍進のまち」を目指し、平成２６年３月に「下野市教育計画２６・２７

年度版」を策定しました。 

下野市教育計画は、「みんなで学び文化を育むふれあいのまちづくり」を基

本目標に、①「次代を担う人材の育成」②「生涯にわたる学びの機会の充実」

③「豊かに暮らす文化の振興」を３つの柱として、教育行政の様々な施策や事

業を推進する上での、基本的な方向性と具体的な内容を示すものとなっていま

す。 

  平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改

正され、教育委員会においては、毎年教育行政事務の管理及び執行状況につい

て点検評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に報告する

と共に市民に公表することとされました。 

下野市教育委員会では、基本目標に沿って、具体的な教育行政の執行状況や、

今後のあり方等について教育委員会自ら検証し、また、外部評価委員のご意見

等をいただきながら、平成２０年度から点検評価を実施してまいりました。 

今回で７回目となるこの報告は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第２７条及び「下野市教育委員会点検評価に関する条例」の規定に基づき、

平成２５年度の下野市教育委員会に関わる事務事業について、効果的な教育行

政の推進に資するため、点検及び評価を実施した結果を報告書としてまとめま

した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 【抜 粋】 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

１．はじめに 
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（２） 点検評価の対象 

   点検評価にあたっては、下野市総合計画後期基本計画に基づく施策のうち

平成２５年度に実施した教育委員会所管の主な事業から、教育委員会におい

て各課２事業を選択しました。 

 

（３） 点検評価の方法 

(ア) 点検評価にあたっては、施策・事業の執行状況を明らかにするととも

に、課題等を分析検討したうえで、今後の対応方向を記述しました。 

(イ) 点検評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方な

ど外部の方々のご意見をお聞きする機会を設けるため、５名を選任し

外部評価委員会を開催いたしました。 

(ウ) 教育委員会事業は各課の事業ごとに記載された点検評価シートに基づ

き点検評価を行い、外部評価委員会より総合評価として A「十分成果

が上がって良好に行われている」B「成果が上がって概ね良好に行われ

ている」C「成果が十分に上がっておらず改善が必要」のいずれかの評

価と、その評価に基づくコメント及び総合意見もいただきました。 

 

 

 

   教育委員会議は、下野市教育委員会会議規則第４条第１項に基づき毎月開

催の「定例会」と、同規則第４条第２項に基づき、急を要し委員長が認めた

「臨時会」を開催しております。平成２５年度は合計１９回開催しました。 

   開かれた教育委員会を目指し、平成２３年度から導入した「出前教育委員

会」は、今年で３年目を迎え、教育委員会の審議状況や委員の活動状況等を

市民の方に知っていただく重要な機会となっています。 

   また、委員自らが学校行事や市の行事はもとより、地域活動にも積極的に

貢献することで、見える教育委員会を行動でＰＲしています。 
    

（１）教育委員会定例会・・・・・・・・１２回 

（２）教育委員会臨時会・・・・・・・・ ７回 

  

２．教育委員会議の開催状況 

緑小学校で開催された 

出前教育委員会 
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「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項及び「下野市教

育委員会教育長に対する事務委任規則」の規定に基づき、平成２５年度は合計 

５８件について審議しました。 
  

（１）教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針 ・・・・・・・・３件 

（２）教育委員会規則・規程・要綱の制定及び改廃   ・・・・・・・１４件 

（３）職員の人事に関すること ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７件 

（４）教育予算その他議会の議決を経るべき議案についての意見申出・・・０件  

（５）教科用図書の採択に関すること ・・・・・・・・・・・・・・・・１件 

（６）その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３件 

         各種委員の委嘱・・・・・・・・・・・２３件 

         諮問・答申・・・・・・・・・・・・・・６件 

         その他・・・・・・・・・・・・・・・・４件 

 

※ 審議案件のほか、報告事項、協議事項、その他についても取り扱いました。  

（１）報告事項・・・・・５６件 

（２）協議事項・・・・・１６件 

（３）討議事項・・・・・ ４件 

（４）その他 ・・・・・２４件 

 

 

 

◆下野市教育委員会委員名簿（平成２５年度在籍） 

 

職  名 氏  名 任  期 

委 員 長  永山 伸一 H22.3.25～H26.3.24 

委員長職務代理者 川口 桂子 H23.3.25～H27.3.24 

委  員 前原  久 H25.4. 1～H29.3.31 

委  員 三橋 明美 H24.3.25～H28.3.24 

教 育 長  古口 紀夫 H22.3.25～H26.3.24 

 

 

３．教育委員会議における審議状況 



番号 件 名

1 下野市教育委員会委員長の選挙について

番号 件 名 提出日 分類（※）

1 下野市学校適正配置基本計画策定委員会設置要綱の一部改正について 平成25年4月18日 (2)

2 下野市教育委員会点検評価実施に伴う外部評価委員会委員の委嘱について 平成25年4月18日 (6)委

3 下野市文化財有償刊行物取扱要綱の一部改正について 平成25年4月18日 (2)

4 下野市スクールアシスタントの免職について 平成25年5月1日 (6)委

5 下野市スクールアシスタントの委嘱について 平成25年5月1日 (6)委

6 下野市学校適正配置基本計画骨子（案）について 平成25年5月16日 (6)他

7 下野市立小中学校教科用図書選定委員会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

8 下野市立小中学校教科用図書選定委員会の諮問について 平成25年5月16日 (6)諮

9 下野市就学支援委員会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

10 下野市就学支援委員会の諮問について 平成25年5月16日 (6)諮

11 下野市立国分寺給食センター運営委員会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

12 下野市社会教育委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

13 下野市公民館運営審議会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

14 下野市ふれあい学習推進委員会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

15 下野市子ども読書活動推進計画策定委員会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

16 下野市文化財保護審議会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

17 下野市スポーツ活動拠点整備検討会委員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

18 下野市尐年スポーツ指導員の委嘱について 平成25年5月16日 (6)委

19 教員の懲戒処分について 平成25年6月3日 (3)

20 教職員の懲戒処分について 平成25年6月3日 (3)

21 教育長に対する服務上の措置について 平成25年6月3日 (3)

22 下野市立小中学校の通学区域に関する規則の全部改正について 平成25年7月25日 (2)

23 下野市立小規模特認校実施要綱の制定について 平成25年7月25日 (2)

24 下野市就学指定校変更に関する事務取扱要綱の一部改正について 平成25年7月25日 (2)

25 平成２６年度下野市立小中学校教科用図書の採択について 平成25年7月25日 （5）

26 教員に対する服務上の措置について 平成25年7月25日 (3)

審議状況一覧

（２）審議事項　５８件　　　　　　　　　　　　　　　

（１）選挙　１件

協議日

平成26年3月25日
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27 下野市立小学校小規模特認校実施要綱の一部改正について 平成25年8月20日 (2)

28 下野市学校適正配置基本計画（案）について 平成25年8月28日 (6)他

29 下野市就学支援委員会の判定結果について（第１回答申） 平成25年9月26日 (6)諮

30 平成２５年度下野市児童表彰に関する被表彰候補者児童の内申について 平成25年9月26日 (6)他

31 平成２６年度小中学校職員定期異動方針について 平成25年10月18日 (1)

32 第２回下野市就学支援委員会の判定結果について（第２回答申） 平成25年11月21日 (6)諮

33 下野市学校適正配置基本計画の策定について 平成25年11月21日 (1)

34 下野市スポーツ推進委員選考要綱の制定について 平成25年11月21日 (2)

35 第３回下野市就学支援委員会の判定結果について（第３回答申） 平成25年12月19日 (6)諮

36 平成２５年度教育委員会表彰被表彰者の決定について 平成25年12月19日 (6)他

37 下野市文化財有償刊行物取扱要綱の一部改正について 平成26年1月16日 (2)

38 下野市スポーツ推進審議会への諮問について 平成26年1月16日 (6)諮

39 下野市立小中学校の通学区域に関する規則の一部改正について 平成26年2月20日 (2)

40 下野市スクールアシスタントの委嘱について 平成26年2月20日 (6)委

41 下野市社会教育指導員の委嘱について 平成26年2月20日 (6)委

42 平成２６年度下野市教職員の人事異動について 平成26年2月26日 (3)

43 下野市事務局組織規則の一部改正について 平成26年3月20日 (2)

44 下野市教育計画（平成２６・２７年度）の策定について 平成26年3月20日 (1)

45 平成２６年度教育相談員の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

46 平成２６年度スクールアシスタントの委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

47 平成２６年度外国語指導助手の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

48 平成２６年度学校評議員の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

49 国分寺学校給食センター給食費徴収要領の一部改正について 平成26年3月20日 (2)

50 下野市文化財保護審議会委員の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

51 史跡下野薬師寺跡保存整備委員会委員の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

52 下野市立小中学校施設の開放に関する規則の一部改正について 平成26年3月20日 (2)

53 下野市スポーツ推進委員の委嘱について 平成26年3月20日 (6)委

54 下野市教育委員会教育長の互選について 平成26年3月25日 (3)

55 下野市教育委員会委員長職務代理者の指定について 平成26年3月25日 (3)

56 下野市学校食育推進委員会設置要綱の廃止について 平成26年3月25日 (2)

57 下野市学校食育研究委員会設置要綱の制定について 平成26年3月25日 (2)

58 下野市外国語指導助手の委嘱について 平成26年3月31日 (6)委

30255
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番号 件 名 報告日

1 教育委員会後援会等の承認について 平成25年4月18日

2 寄附の受け入れについて 平成25年4月18日

3 下野市立中学校部活動大会出場助成金交付要綱について 平成25年4月18日

4 下野市スポーツ大会出場者助成金交付要綱の一部改正について 平成25年4月18日

5 教育委員会後援会等の承認について 平成25年5月16日

6 寄附の受け入れについて 平成25年5月16日

7 平成２５年度就学援助費認定状況について 平成25年5月16日

8 平成２５年度中学校春季体育大会の成績について 平成25年5月16日

9 平成２５年度第２回下野市議会定例会の報告について 平成25年6月27日

10 平成２６年度下野市奨学生の募集について 平成25年6月27日

11 教育委員会後援会等の承認について 平成25年6月27日

12 寄附の受け入れについて 平成25年6月27日

13 学校給食費の未納について 平成25年6月27日

14 平成２５年度中学校春季体育大会の結果報告について 平成25年6月27日

15 平成２５年度第８回下野市民体育祭ティーボール大会結果報告について 平成25年6月27日

16 教育委員会後援会等の承認について 平成25年7月25日

17 平成２５年度ウォータースポーツプロジェクトｉｎしもつけについて 平成25年7月25日

18 平成２５年度下野市教育委員会点検評価報告書について 平成25年8月20日

19 教育委員会後援会等の承認について 平成25年8月20日

20 平成２５年度中学校総合体育大会結果について 平成25年8月20日

21 平成２４年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況について 平成25年8月20日

22 平成２５年度第３回下野市議会定例会の報告について 平成25年9月26日

23 教育委員会後援会等の承認について 平成25年9月26日

24 しもつけ市民芸術文化祭について 平成25年9月26日

25 下野市スポーツ活動拠点整備基本計画の検討状況について 平成25年9月26日

26 平成２５年度第８回下野市民体育祭キンボールスポーツ大会結果報告について 平成25年9月26日

27 教育委員会後援会等の承認について 平成25年10月18日

28 平成２５年度学校教育サポートセンター事業報告について 平成25年10月18日

29 平成２５年度中学校新人大会の主な結果報告について 平成25年10月18日

30 第８回下野市民体育祭運動会（石橋地区・国分寺地区）及び南河内地区スポーツフェスティバルの結果報告について 平成25年10月18日

31 通学路の安全点検状況の報告について 平成25年10月18日

（３）報告事項　５６件
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32 教育委員会後援会等の承認について 平成25年11月21日

33 下野市都市公園条例の一部を改正する条例について 平成25年11月21日

34 第８回天平のマラソン大会の開催実施体制について 平成25年11月21日

35 平成２５年度第４回下野市議会定例会の報告について 平成25年12月19日

36 教育委員会後援会等の承認について 平成25年12月19日

37 第８回下野市南河内地区一周駅伝競走大会の結果報告について 平成25年12月19日

38 教育委員会後援会等の承認について 平成26年1月16日

39 平成２６年度教育委員会主要日程について 平成26年1月16日

40 平成２５年度成人式の報告について 平成26年1月16日

41 第８回下野市天平マラソン大会の結果報告について 平成26年1月16日

42 教育委員会後援会等の承認について 平成26年2月20日

43 第８回下野市教育のつどいの報告について 平成26年2月20日

44 下野国分寺跡保存整備完成記念について 平成26年2月20日

45 高藤直寿選手の下野市後援会の設立について 平成26年2月20日

46 平成２６年第１回定例議会の報告について 平成26年3月20日

47 平成２６年度当初予算概要について 平成26年3月20日

48 教育委員会後援会等の承認について 平成26年3月20日

49 寄附の受け入れについて 平成26年3月20日

50 平成２６年度下野市学校教育計画について 平成26年3月20日

51 平成２６年度教育研究所要覧について 平成26年3月20日

52 下野市子どもの読書活動推進計画（第２次）について 平成26年3月20日

53 下野市社会教育委員の定数及び任期に関する条例の一部改正について 平成26年3月20日

54 下野市立小中学校施設の開放に関する使用料条例の一部改正について 平成26年3月20日

55 下野市スポーツ活動拠点整備基本計画について 平成26年3月20日

56 下野市オープンキンボールスポーツ大会２０１４の結果報告について 平成26年3月20日
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番号 件 名 協議日

1 下野市小中学校教科用図書選定委員会委員の推薦について 平成25年5月1日

2 平成２５年度教育委員の学校及び幼稚園訪問日程について 平成25年5月16日

3  小学校小規模特認校制度について 平成25年6月27日

4 下野市環境審議会委員の推薦について 平成25年6月27日

5 平成２５年度下野市教育委員会点検評価報告書（案）について 平成25年7月25日

6 下野市学校適正配置基本計画（素案）について 平成25年8月20日

7 平成２５年度下野市教育委員会点検評価報告書（案）について 平成25年8月28日

8 平成２５年度教育委員と保護者との懇談会について 平成25年9月26日

9 下都賀地区視聴覚ライブラリー協議会規約の一部変更について 平成25年10月18日

10 第８回下野市教育のつどい開催計画（案）について 平成25年12月19日

11 下野市立小中学校の通学区域に関する規則の一部改正について 平成25年12月19日

12 第８回下野市教育のつどい開催計画について 平成26年1月16日

13 下野市立小中学校卒業式及び入学式について 平成26年1月16日

14 下野市教育計画（平成２６・２７年度）策定協議について 平成26年2月20日

15 人権推進審議会委員の推薦について 平成26年3月20日

16 平成２６年度教育委員会開催日程について 平成26年3月20日

番号 件 名 協議日

1 教員の指導について 平成25年5月1日

2 児童生徒の人権について 平成25年5月1日

3 全国学力・学習状況調査結果公表について 平成26年1月16日

4 土曜授業について 平成26年2月20日

番号 件 名 協議日

1 古山小及び石橋小屋内運動場改築工事について 平成25年4月18日

2 平成２５年度下都賀地区市町教育委員会連合会教育委員全体研修会について 平成25年6月27日

3 平成２５年度下野市教職員合同全体研修会について 平成25年6月27日

4 自治医科大学公開講座について 平成25年6月27日

5 学校適正配置基本計画骨子の説明会について 平成25年6月27日

6 庁舎建設に伴う発掘調査現地説明会について 平成25年7月25日

7 教育福祉常任委員と教育委員の懇談会開催計画について 平成25年7月25日

（４）協議事項　１６件

（５）討議事項　４件

（６）その他　２４件
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8 教育のつどい講演者の選出について 平成25年8月20日

9 教育福祉常任委員と教育委員の懇談会開催計画について 平成25年8月20日

10 小中音楽祭の案内について 平成25年8月20日

11 ファミリエ下野教育運動について 平成25年8月28日

12 第２回グリムの森フェスティバルについて 平成25年8月28日

13 下野市教育委員会学校訪問（祇園小学校）について 平成25年8月28日

14 教育福祉常任委員と教育委員との懇談会について 平成25年8月28日

15 通学路の安全点検状況について 平成25年9月26日

16 下野市教育委員会学校訪問（吉田東小学校）について 平成25年9月26日

17 下野市教育計画の策定について 平成25年10月18日

18 平成２５年度下野市教職員全体研修会（研究発表会）の開催について 平成25年11月21日

19 平成２５年度下野市立小中学校卒業式の日程について 平成25年11月21日

20 平成２６年度下野市立小中学校入学式の日程について 平成25年11月21日

21 平成２６年度教育委員会定例会日程（案）について 平成25年12月19日

22 公民館まつりについて 平成26年1月16日

23 教職員退職辞令交付式及び着任式について 平成26年2月27日

24 平成２６年度の主な行事予定 平成26年2月27日
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教育委員は教育委員会議以外に、学校訪問や各種行事等にも参加しました。 

 

（１）教育委員会連合会等への参加 

   栃木県市町村教育委員会連合会総会・全体会・研修会 

   下都賀地区市町教育委員会連合会定例会 

   下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察 

   下都賀地区市町教育委員会連合会全体研修会 

 

（２）学校訪問及び幼稚園訪問 

   石橋中学校、祇園小学校、緑小学校、吉田東小学校、私立野ばら幼稚園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【石橋中学校での授業参観】     【祇園小学校での教職員との懇談】 

 

 

◆学校訪問        ※各学校の児童生徒数、学級数は平成 25年 5月 1日現在 

学 校 名 期         日 

石橋中学校 平成 25年 5月 29日  午後 0時～午後 4時 45分 

児童数・学級数 生徒数 616名    学級数 19学級 

訪問内容 
・ 学校概要説明 ・ 授業参観及び校内巡回 

・ 教職員との懇談会   ・ 指導講評 

 

学 校 名 期         日 

祇園小学校 平成 25年 9月 11日  午後 0時 25分～午後 4時 

児童数・学級数 児童数 473名   学級数 19学級 

訪問内容 
・ 学校概要の説明   ・ 授業参観 

・ 給食会食       ・ 教職員との懇談会 

４．教育委員会議以外での活動状況 
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学 校 名 期         日 

吉田東小学校 平成 25年 10月 4日  午前 11時～午後 1時２５分 

児童数・学級数 生徒数 77名   学級数 6学級 

訪問内容 
・ 学校概要の説明 ・ 授業参観(祖父母参観) 

・ 給食会食      ・ 教職員との懇談会 

 

 

◆私立幼稚園訪問 (市内７園の内) 

幼稚園名 期         日 

野ばら幼稚園 平成 25年 5月 29日  午前 10時～午前 11時 45分 

児童数等 ・ 定員 210名 ・園児数 197名 ・教職員 28名 

訪問内容 ・ 幼稚園の概要、教育方針等について ・ 施設見学 
 

◆保護者との懇談会 

期   日 平成 25年 11月 21日  午後 7時～午後 9時 

出 席 者 教育委員 5名、小中学校 PTA 16名、事務局 

懇 談 内 容 「いじめをしない・させない・許さない環境づくり」 
 

 ◆教育福祉常任委員との懇談会 

期   日 平成 25年 10月 4日 午後 2時 30分～午後 4時 30分 

出 席 者 
市議会教育福祉常任委員 6名、教育委員 5名、 

教育次長、各課長、事務局 

懇 談 内 容 
「夢 ― 私たちが子どもたちに残せるもの」 

～子どもの頃に影響を受けた「人」「書物」等を手掛かりに～ 

 

（３）その他 

下野市採択地区教科用図書選定委員会   下野市自治基本条例検討委員会 

下野市立学校給食センター運営委員会    下野市都市計画審議会 

   下野市生涯学習推進協議会           下野市人権推進審議会 

下野市地域情報化推進会議           下野市環境審議会   他 

学 校 名 期         日 

緑小学校 平成 25年 9月 26日 午前 11時 30分～午後 4時 20分 

生徒数・学級数 生徒数 229名   学級数 10学級 

訪問内容 
・ 学校概要の説明   ・ 給食会食 

・ 授業参観  ・出前教育委員会  



教育委員会議以外の活動状況一覧

月
教育委
員会議

各種行事・大会 学校訪問等 そ の 他

4月 1回 学校教職員辞令交付式 県市町村教育長会議

小学校・中学校入学式 県教育委員会教育長人権教育連絡会議

市学校適正配置基本計画策定委員会

市教育長部会総会

市教職員協議会

市地域婦人会総会

市スポーツ推進審議会

市文化協会通常総会

下地区市町教育委員会連合会定例会

5月 2回 小学校運動会・中学校体育祭 野ばら幼稚園 都市教育長協議会

特別支援小中合同ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 石橋中学校 市体育協会評議員会

市学校適正配置基本計画策定委員会

市ＰＴＡ連絡協議会総会

市スポーツ少年団総会

ふれあい学習推進委員会

関東甲信越静市町村教育委員会総会

市青少年育成市民会議総会

下地区教育長部会

人事問題協議会

市就学支援委員会

自治基本条例市民フォーラム

県市町村教育委員会連合会総会

市文化財保護審議会

グリムの里いしばし評議員会

6月 2回 小学校運動会・中学校体育祭 市点検評価委員会

市民体育祭ﾃｨｰﾎﾞｰﾙ大会 市教科用図書選定委員会

古山小学校屋内運動場改築工事安全祈願 スポーツ活動拠点整備検討会

総合型地域スポーツクラブ交流会

市幼保小連携連絡協議会

下地区教育長部会

子どもの読書活動推進計画策定委員会（第１回）

市国分寺給食センター運営委員会

図書館協議会

下地区小中高校ＰＴＡ連絡協議会教育懇談会

7月 2回 下野市小学校陸上記録会 共同訪問 下都賀地区教育委員会連合会学事視察

（国分寺西小学校） 下地区教育長部会

（国分寺中学校） 市図書館協議会

（国分寺小学校） 市公民館運営審議会

生涯学習推進協議会第1回専門部会全体会議

（ウォータースポーツプロジェク
トトライアスロン大会）
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教育委員会議以外の活動状況一覧

月
教育委
員会議

各種行事・大会 学校訪問等 そ の 他

7月 2回 市教科用図書選定委員会（第２回）

下野地区学校警察連絡協議会定期総会

スポーツ活動拠点整備検討会（第２回）

下地区教育委員会連合会全体研修会

市学校食育推進運営委員会

市幼稚園連合会キッズフェスティバル

市PTA連絡協議会

8月 2回 石小屋内運動場改築工事安全祈願 スポーツ活動拠点整備検討会（第３回）

市生涯学習推進協議会及び専門部会合同研修会

学校適正配置基本計画策定委員会

市就学支援委員会

下地区教育長部会

9月 1回 小学校運動会・中学校体育祭 祇園小学校 市食育推進委員会（第１回）

市民体育祭キンボール大会 緑小学校（出前教育委員会） 下地区教育長部会

敬老会 県民スポーツ大会選手結団式

市小中学校音楽祭 市議会常任委員との教育懇談会

10月 1回 市民体育祭 吉田東小学校 B＆G教育長会議

市民芸術文化祭 児童表彰 下都賀地区教育長部会

下都賀地区市町村教育委員会連合会定例会

人事問題協議会

県市町村教育委員会連合会市教育長部会

下都賀地区教頭会研究発表会

11月 1回 市消防団通常点検 児童表彰 栃木県市町村教育委員会連合会総会研修会

第２２回栃木教育振興大会

県ふれあい学習推進委員会

甲塚古墳保存整備委員会

市社会教育委員会議

学校適正配置基本計画策定委員会

市就学支援委員会

市公民館運営審議会

市総合型地域スポーツクラブ会議

B＆G全国教育長会議

教育委員と保護者との懇談会

下地区教育長部会

12月 1回 市人権教育講演会 下地区教育長部会

南河内地区一周駅伝競走大会 下野薬師寺保存整備委員会

（スポーツ少年団SHIPS大会） 市公民館運営審議会

市スポーツ推進審議会
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教育委員会議以外の活動状況一覧

月
教育委
員会議

各種行事・大会 学校訪問等 そ の 他

1月 1回 天平マラソン大会 下地区教育長部会

成人式   人事問題協議会

賀詞交歓会 B＆G全国サミット

市教育のつどい

2月 2回 教育講演会 下地区教育長部会（3回）

各館公民館まつり B＆G教育長会議

古山小・石橋小屋内運動場落成式 しもつけ薪能公演実行委員会（第１回）

市文化財保護審議会（第２回）

社会教育委員・公民館運営審議会合同会議

図書館協議会

下地区市町教育委員会連合会定例会

市国分寺給食センター運営委員会

市食育推進委員会（第２回）

市ふれあい学習推進委員会（第２回）

3月 3回 小学校・中学校卒業式 市スポーツ推進審議会（第３回）

薬師寺史跡まつり 完全退職者と教育委員の懇談

学校教職員退職辞令交付式 県警察年頭視閲式

下野オープンキンボールスポーツ大会
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   平成２５年度に実施した事務事業については、平成２０年３月に策定され

た「下野市総合計画」の基本施策に基づき、次に掲げる３つに分類しました。 

（１）次代を担う人材の育成 

（２）生涯にわたる学びの機会の充実 

（３）豊かに暮らす文化の振興 

   教育委員会においては、各課２事業を選定し、「平成２６年度 教育委員

会の点検・評価シート（平成２５年度事業）」を作成し、内部で点検・評価を

行い、その後、外部評価をいただき意見をまとめました。 

 

（施策 1）次代を担う人材の育成  

 ＜基本方針＞ 

 今日、子どもを取り巻く社会環境は日々変化しています。教育現場におい

ても様々な問題や課題があり、それらを適切に判断し解決していくことが必

要です。また、次代を担う子どもたちの育成のためには、学校・家庭・地域

社会の三者が一体となり、共通理解のもと教育活動を進めていくことが大切

です。「下野市学校教育計画」における学校教育目標を達成し、知・徳・体

のバランスのとれた子どもたちを育成するために、教職員のさらなる資質向

上に努め、児童生徒の学力向上と豊かな心、健やかな体の育成に努めます。 

 

 小・中学校の配置については、児童・生徒数が減少傾向にあることから、

当市にふさわしい良好な教育環境の充実を目指して、学校規模の適正化を推

進していきます。 

  幼児教育については、少子化の進展により幼児数が減少している中、国・

県の制度に基づく支援を基調に、教育内容の充実を図ります。 

  また、児童生徒や地域の避難場所としての安全性の確保や、老朽化等に対

応した学校等の施設・設備の整備を進めます。 

＜Ｈ２５年度事業一覧＞ 

教育総務課 

○教育委員会運営事業 

○教育総務運営事業 

○学校適正配置推進事業 

○奨学金貸付事業 

○幼稚園・保育園・小学校連携事業 

○小中学校施設管理事業 

○小中学校施設整備事業 

○小学校屋内運動場改修事業 

○中学校改修事業 

５．施策ごとの取組状況 
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教育総務課 

○幼稚園就園奨励費補助事業 

○幼稚園第二子等保育料減免補助事業 

○幼稚園子育てランド事業 

○幼稚園はばたき支援事業 

学校教育課 

○学校教育運営事業 

○児童生徒就学援助費事業 

○スクールアシスタント配置事業 

○教育研究振興事業 

○下野子ども力発動プロジェクト事業 

○情報教育ネットワーク活用事業 

○エス・アンド・ユーコラボ事業 

○児童生徒英語教育推進事業 

○小中学校教科用図書選定事業 

○ユースサポート事業 

○特別支援教育推進事業 

○学校教育サポート事業 

○エネルギー教育推進事業 

 

 

（施策 2）生涯にわたる学びの機会の充実  

＜基本方針＞ 

市民が生涯にわたって豊かな人生を送ることができる下野市の実現を目指

し、生涯学習による「ひとづくり」と「まちづくり」を行います。 

「ひとづくり」では、個人の向上に必要な学習を提供し、生活課題や健康、

生きがいづくりを、「まちづくり」では、社会の向上に必要な学習を提供し、

市政への参画と協働、地域コミュニティの醸成や地域課題解決を支援します。 

また、市の将来を担う子どもたちの健全育成は、特に重要な課題となって

います。青少年の健全育成に必要な学習の提供を行うとともに、学校や家庭、

地域が連携した地域全体での取り組みを支援していきます。 

 

  生涯にわたるスポーツ活動を通した市民一人ひとりの健康維持や体力づ

くりと、豊かな地域社会の実現に向け、既存施設を十分活用しながら、誰も

が親しむことができるスポーツの振興を図ります。 

スポーツ施設の整備・機能充実については、利用者動向や維持経費を考慮

しながら、適正な配置と機能の充実を進めるとともに、市民の一体感を醸成
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するスポーツ活動の機会の充実に努めます。 

また、市民が集い多目的のスポーツ・レクリェーション活動ができる施設

整備を図るため、大松山運動公園を拡張し、市民がスポーツを身近に楽しむ

ことができるスポーツ活動の拠点となる本格的な運動公園の整備を進めま

す。 

＜Ｈ２５年度事業一覧＞ 

 

（施策 3）豊かに暮らす文化の振興  

＜基本方針＞ 

文化芸術を創造し、享受し文化的な環境の中で生きることは、世代を超え

た市民の変わらない願いです。 

また、文化芸術は、人々の創造性をはぐくみ、その表現力を高め、人と人

との心のつながりや相互に理解し、尊重し合う心豊かな社会を形成するもの

です。 

生涯学習課 

○社会教育総務事務事業 

○生涯学習推進事業 

○社会教育事業 

○青少年育成事業 

○人権教育事業 

○市民情報化推進事業 

○セカンドステージ支援事業 

○生涯学習情報センター管理運営事業 

○公民館管理運営事業 

○図書館管理運営事業 

○公民館施設修繕事業 

○公民館耐震診断事業 

○図書館共通管理運営事業 

○図書館施設修繕事業 

スポーツ振興課 

○石橋総合病院移転関連事業 

○保健体育総務事務事業 

○スポーツ振興事業 

○体育施設管理事業 

○体育施設改修事業 

○スポーツ活動拠点施設整備計画事業 
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さらに、それ自体が固有の意義と価値を有するとともに、自己認識の基点

となり、文化的な伝統を尊重する心を育てるものでもあります。 

市民と地域が自らの手で進める伝統文化の伝承、文化活動を支援していき

ます。 

本市に受け継がれた埋蔵文化財については、開発行為に伴う発掘調査を行

うことにより、記録として保存され、市民共有の遺産となります。文化遺産

については、市民が広くその価値を認識できるよう、史跡見学会、各種講座、

体験学習など活動の機会の充実に努めます。 

＜Ｈ２５年度事業一覧＞ 

 

文化課 

○芸術文化事業 

○グリムの森等管理委託事業 

○文化財保護事業 

○デジタルミュージアム運営事業 

○薬師寺跡保存整備事業 

○国分寺跡整備事業 

○下野薬師寺歴史館管理運営事業 

甲塚古墳出土 機織り形埴輪（復元） 

下野薬師寺跡史跡まつり（紙芝居） 

自治医科大学連携講座 

ふれあい学習推進員会研修会 
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課　　名 事　　業　　名 事業費(千円) ページ

教育委員会運営事業 2,088 20

学校適正配置推進事業 116 21

教育研究振興事業 6,773 22

下野子ども力発動プロジェクト事業 595 23

生涯学習推進事業 242 24

公民館管理運営事業 41,454 25

保健体育総務事務事業 9,888 26

スポーツ活動拠点施設整備計画事業 8,736 27

文化財保護事業 11,531 28

下野薬師寺歴史館管理運営事業 10,130 29

　上記の事業について外部評価委員会を開催（平成２６年６月２７日・７月８日）

　　○外部評価委員会への全体説明と点検評価

　　○外部評価委員による協議・まとめ

８．評価シート個別表　　（次ページより）

６.評価シート総括表　（Ｈ２５年度事業）

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

ｽﾎﾟｰﾂ振興課

文化課

７.外部評価委員会の開催

‐17‐
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 教育委員会定例会以外の行事参加や教育委員会臨時会の

回数を増やすなど、活発で真剣な活動が認められます。今後

は、行政のメディアなどを活用して積極的に広報に努め、更

に開かれた教育委員会となるよう期待します。 
B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 
 
 

施   策 次代を担う人材の育成 所 属 名 教育総務課 

事 業 名 教育委員会運営事業 事 業 費 ２，０８８千円 

開始年度 平成１７年度 根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

政治的中立と教育行政の安定を確保するため、地方公共団体の長から独立して設けられた

合議制の執行機関である。教育長及び非常勤である委員（教育の専門家や行政官ではない住

民）の５名で構成。学校その他の教育機関の管理を始め、生涯学習・文化・スポーツ振興など幅

広い分野にわたる教育行政を統括し一体的に推進する（レイマンコントロール）。 

具体施策 

① 教育委員会議の開催（定例会 12回、臨時会７回） 

② 教育委員会議以外の活動 

○学校及び幼稚園訪問の実施 （学校等概要説明・授業参観・給食会食・教職員との懇談会） 

○保護者との懇談会 11/21 『いじめをしない・させない・許さない環境づくり』 

○市議会教育福祉常任委員会との懇談会 10/4  『夢―私たちが子どもたちに残せるもの』 

○教育のつどいの開催 1/25  （教育委員会表彰・記念講演） 

○市内外の教育委員研修会、各種行事、各種大会への参加 

検   証 

① 教育委員会議の開催 

○定例会議に留まらず、委員自ら討議の場を設定し、「教育の今後の動向」や「教員の人

権意識」等について理解を深めた。 

○教職員による不祥事（児童に対する人権無視の言動）が発生したため、臨時会を複数

回開催し、学校からの情報収集及び理解の共有化を図った。また、経過報告について

も逐次行い、学校・保護者・マスコミ等に対し迅速かつ誠実な対応を行った。 

○「下野市学校適正配置基本計画」の議決までに、児童・生徒のより良い教育環境の充

実を図るための施策内容等について、長時間にわたる慎重審議（全７回）を重ねた。 

② 教育委員会議以外の活動 

学校訪問・幼稚 訪問 懇談会 研修会等 各種行事・大会 

５ 件 ２ 回 ６ 日 １１４ 件 

○学校訪問では、教育現場のソフト・ハード両面の現状を把握すると共に、教職員との懇談を

実施し、身近な話題から教育行政への要望まで、幅広い意見を交わし相互理解を深めた。 

○保護者との懇談会では、PTA のアンケート結果に基づき、「いじめ」についての活発な意見

交換を行った。市議員との懇談会では、子どもの頃に影響を受けた人・書物等を手掛かりと

して、各々の経験や職業観に基づき「今、大人が子どもにできること」について模索した。 

○「教育のつどい」時の記念講演会に、障害者等に配慮した「要約筆記」を初めて導入した。 

○教育委員としての役割や理解を深めるため、市内外の研修会に積極的に参加した。市の行

事・学校行事はもとより地域活動にも貢献し、開かれた教育委員会を行動で PR した。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

① 教育委員会の制度改革に伴い、新たな枠組みが示される中、本市においても法的整備、総

合教育会議のあり方、教育委員会の運営方法等について調査・研究が必要となる。 

② 身近な教育委員会を市民に浸透させるため、行政メディアの活用（開催告示・会議録公表）

や議事傍聴の促進に加え、教育委員自らが地域活動に積極的かつ継続的に参加していく。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 社会や地域の複雑な事情がある中において、いろいろな立

場の人から丁寧に意見を聞き、具体的で実効性の高い計画

を策定されたことを評価します。 

子どもたちの学習にとって相応しい環境になることを第一に

考えながら、実行に移していただくことを期待します。 

B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 
 

施   策 次代を担う人材の育成 所 属 名 教育総務課 

事 業 名 学校適正配置推進事業 事 業 費 １１６千円 

開始年度 平成２４年度 根拠法令等 学校教育法施行規則 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 
下野市立小・中学校の児童生徒のより良い教育環境の充実と尐子化に伴う複式学級の解消

を図ることを目的とする。 

具体施策 

教育委員会事務職員による部内会議と、そのメンバーに教育委員、学校長を加えた全体会議

からなる「下野市学校適正配置基本計画策定委員会」を設置し、平成２３年１０月に答申された

学校適正配置答申を踏まえ、地域の実情を加味しながら「下野市学校適正配置基本計画」を策

定した。計画の期間は平成２６年度から３５年度までの１０年間。 

① 部内会議の開催  4/10・5/8・8/12・8/26・11/21  （５回） 

② 全体会議の開催  4/18・5/16・8/20・8/28・11/21 （５回） 

③ 地域、保護者等を対象とした当該基本計画「骨子」説明会の開催 

            6/28・7/9・7/22・7/23・7/26・7/29・7/30・7/31・8/1・8/2・8/5・8/6 （１２回） 

④ １０月にパブリックコメント募集を行い、その結果を踏まえ当該計画を調整した。１１月の教育

委員会において議決を行い、１２月市議会に計画策定の報告を行った。 

⑤ 当該計画の周知については、市広報誌やホームページ等（全文ダウンロード可）に掲載し、

更に概要版を作成して学校関係者や推進対象地区の保護者等に配付した。 

検   証 

・ ①② 部内会議、全体会議の開催 

○ 基本計画の策定は、平成２４年度からの継続事業であったが、保護者や自治会等への説

明会を実施する中で、地域の実情とはかけ離れた部分があったため、策定委員会において

内容を修正すべく、計画の方向性について十分な審議を行い表現の細部にも留意した。 

・ ③ 保護者、自治会等を対象とした基本計画「骨子」説明会の開催 

○ 細谷小と国分寺西小については、当事者である保護者の意見を把握するため、地域住民

とは別に説明会を実施した。両校とも小規模特認校制度を活用することにより、当面は学校

を存続する方向になった。なお、平成１０年度から小規模特認校の指定を受けていた細谷

小については、今後の実施状況を踏まえ、存続か統合についての検討を行うことになって

いる。 

○ 南河内中学校区（薬師寺小・吉田東小・吉田西小）については、通学路区域の変更は実施

せず、長期的な取り組みとして小中一貫教育を目指すこととなった。３校とも、耐震構造（大

規模改修済み）であり、学校施設としては現状維持となったため、保護者や自治会等の関

心が薄らぎ、説明会への参加者は他に比して尐なかった。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

・ 平成２６年度から小規模特認校制度を導入した国分寺西小では、６月１日現在、制度利用者

はいない。全児童数は４９名であるが、平成２８年度には、全児童数が約３０名（新入生１名）と

なる。この現状を踏まえ、教育委員会として、定期的な学校との話し合いや、小規模特認校の

先進地視察等を実施し保護者の参画を促していく。 

・ ・ 中学校区ごとに実施している小中連携教育については、特に南河内中学校区の３小学校をモ

デル地区に位置づけ、更なる交流事業が展開できるよう学校に働きかけていく。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 学力テストの分析等が活発に行われています。各学校の特

色を活かした取り組みが、更に発展するよう期待します。 
B 

成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 

施   策 次代を担う人材の育成 所 属 名 学校教育課 

事 業 名 教育研究振興事業 事 業 費 ６，７７３千円 

開始年度 平成２３年度 根拠法令等 下野市教育研究所設置条例 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

学習指導の工夫・改善等について調査研究を行い、教職員の研修会を実施することで個々の

資質の向上を図るとともに、特色ある教育活動や特別支援教育等の推進、理科研究展覧会の

開催により本市における教育水準の向上を目指す。 

具体施策 

・ 市教職員の全体研修会の開催（年 3回、4/5：約 370人、8/5：約 300人、1/15：370人） 

・ 学習指導主任研修会の開催（学習指導主任研修会（5/7：16 人）、教職 2・3 年目研修（8/1、

10/28、11/28 ：各 26人、 他 9回） 

・ 全国学力・学習状況調査、下野市学力検査、下野市学習意欲調査の実施・分析 

・ 社会科副読本の情報収集（研究会 4回）、小中連携教育研究事業（研究会 7回） 

・ 特色ある教育活動の推進（学校の創意工夫により行われる教育活動に関する事業に、１事業

あたり 15万円を基準額とし、市で補助金を交付する） 

・ 特別支援教育の推進（特別支援教育コーディネーター研修（6/13 ：16 人）、特別支援学級担

任研修（4/18 ：16人）、通級指導教室担当者研修（4/11 ：16人）の開催 

検   証 

・ 全体研修会における教育講演会（8/5：約 300 人）においてソーシャルスキルトレーニングの講

演を聴き、学級づくりに大きな参考となった。また、研究発表会（1/15：約 370 人）では、県の表

彰を受けた実践事例を発表してもらい研究内容について共有することができた。 

・ 講話や協議・情報交換を通して、学習指導や授業力向上のための学校課題研究の充実を図

ることができた。 

・ 全国学力・学習状況調査、下野市学力検査、下野市学習意欲調査の結果を分析・考察し各学

校の改善点等を具体的に知らせることができた。 

・ 社会科副読本では、写真やグラフなどの統計資料を新しいものとした副読本が作成できた。各

中学校区で研究協議を通して情報交換をすることができた。 

・ 各学校において、タブレット型パソコンを利用した授業研究や身近な水辺の動植物に親しみ、

観察研究ができるようにとビオトープの設置、ふくべ細工づくり、味噌づくり、かんぴょう料理な

ど地域の方々との交流も交えてのふるさと学習、地域内全公園のクリーン活動や福祉施設へ

の訪問、学校行事への高齢者招待などの地域との連携交流活動等、特色ある教育活動に取

り組んだ。（小学校 5校、中学校 1校） 

・ 特別支援教育に関わる各種研修や講話のほか、事例研究に取り組んだ。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

小中学校の外国語の授業において、担任・ALTの授業力の向上やＩＣＴを効果的に活用した授 

業の日常化、情報モラル教育の計画的な実践を行っていく必要があり、また、学力検査の結果・

分析を更に学力向上に反映させるための取り組みが必要である。 

・ 外国語の授業や情報教育等の課題について、現状に沿った計画的な内容を各種研修会の中

に盛り込み、実施していく。 

・ 県のとちぎっ子学習状況調査の結果も分析・考察し、各学校において学力向上プランを作成し

て取り組んでいく。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 小中連携が推進されていて、スローガンだけではなく初年度

から一部ではあるが、具体的な実践が見られるところを高く

評価します。 B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 
 

施   策 次代を担う人材の育成 所 属 名 学校教育課 

事 業 名 下野子ども力発動プロジェクト事業 事 業 費   ５９５千円 

開始年度 平成２５年度 根拠法令等 教育基本法 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

子どもたちが主体的に協議・交流し、子どもたち自身の手で、子どもたちのためになる運動を

展開することにより、主体的に関わり、発信し、行動できる子や「いじめをしない・させない・見逃さ

ない」など、正しい判断のできる子を育てる。 

具体施策 

・ 下野市の 4 中学校の生徒会を中心として、子ども達自身により「学校生活をより良くするため

に心がけること」を考えて決定し、リーフレットを作成して中学生世帯へ配布する等、市内全て

の児童生徒や地域、保護者への周知を行い、意識付けを図った。 

・ 「プロジェクト」について、中学校単位で小学生（児童会）にも呼びかけを行った。 

・ 小中連携事業の児童生徒交流等において、「プロジェクト」に基づき、中学生が学区内の小学

校に出向いて直接説明・話し合いをするなど、交流を実践した。 

検   証 

・ 4 中学校生徒会役員による話し合いを行い、発信する内容を決定した。メインテーマが、『輝く

未来・あふれる笑顔』。サブテーマが、「～支え合い・わかり合い・心の輪を広げよう～」と決定

しポスターとのぼり旗を作成し各小中学校で周知ができた。市小中音楽祭において、参加した

南河内中学校生徒会役員が、本プロジェクトの取組の紹介・発表を行い周知できた。 

    のぼり旗作成 200本、401,100円 

・ この取組を中学校生徒会役員が小学校にメイン・サブテーマについて説明し、中学校から小学

校にも広げていく事ができた。 

・ 教育のつどいにおいて、国分寺中学校の生徒がプロジェクトについての趣旨説明を行うことに

より啓発ができた。 

・ 石橋中学校の生徒会役員が小学校でした話しの中で、自校で行っている自問清掃の話しがあ

り、早速、その小学校で清掃の時間に取り入れたところ、清掃中は話しをせずに意欲的に清掃

を行うようになったなど、計画以上の効果を得ることが出来た。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

各中学校区において、今後は、生徒会交流会においてテーマの趣旨に沿った具体的な取り組 

みを検討し、実践していく必要がある。 

 

・ 事業の初年度は、事業の趣旨やテーマの周知を主として進めてきたが、メインテーマやサブテ

ーマの周知が図れたので、平成 26 年度からは、具体的な実践を進めていく。また、横断幕な

どの作成や地域行事への参加のほか、教育のつどいや文化祭などの機会をとおして更なる周

知を図っていく。 

・ 小学校への呼びかけができたので、中学校区ごとの実態に合わせた具体的な活動を、中学校

区ごとに計画し実践していく。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている ボランティアバンク登録が全体として増加傾向にあることを評

価します。今後は学校側の地域連携教員を中心に学校支援

ボランティアを一層活用されるようを期待します。 

自治医大との連携講座を更に市民サービスにつなげていた

だくよう期待します。 

B 
成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 
 

施   策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 生涯学習課 

事 業 名 生涯学習推進事業 事 業 費 ２４２千円 

開始年度 平成１８年度 根拠法令等 社会教育法 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

市民一人ひとりが生涯を通して、あらゆる分野の学習活動に対し、「いつでも、どこでも、だれ

でも」学習機会を自由に選択して学ぶことができ、その成果が適切に活かされる生涯学習社会を

実現することを目的とする。 

多様化した市民の学習ニーズに応えるため、生涯学習の推進並びに学習環境の整備に努め

るとともに、関係機関・団体との連携を深めつつ、市民の自主的な社会参画を促進する。 

具体施策 

①生涯学習推進本部及び生涯学習推進協議会の機能の充実 

 「下野市生涯学習推進計画」に基づき、市民と行政の協働により、市民の自主的な社会参画

活動を促進する。 

②ふれあい学習推進委員会の充実 

学校教育と社会教育とが連携し、それぞれの教育機能を共有し合える関係を地域住民と共に

構築し、学校の教育機能の地域への開放と地域の教育力を活用した学校教育、更に地域コミ

ュニティの拠点としての学校を目指す。 

③自治医大連携講座の開催 

自治医科大学と共催し連携講座を実施することで、下野市独自では提供することの出来ない

最先端の医療についての学習機会を提供する。 

検   証 

① ｢生涯学習推進計画」に沿って全市を挙げて生涯学習推進事業に取り組んできており、発足

から７年が経過し、史跡案内等のガイドマップの作成やファミリエ下野市民運動などに市  民

参加の盛り上がりが見える。 

②ふれあい学習の推進により、市民にもふれあい学習が定着してきた。また、下野市生涯学習

情報センターにボランティアコーディネーターを配置することで、ボイランティアバンクの登録者

が増加している。平成２２年度の点検時は、学校支援ボランティアバンクの登録者数が個人で

１０４人に対し今回は２０１人（９７人増）、団体では１５団体に対し５団体（１０団体減）、企業は

４０社（４０社増）、また、生涯学習ボランティアバンクでは、登録者数が個人で６０人に対し今

回は７８人（１８人増）、団体で３１団体に対し２５団体（６団体減）となった。 

③自治医大との連携講座は、「予防医療と最新医療」をメインテーマに受講の申し込みは４９０人

あり、５日間で延べ１，４４８名の受講生を得て過去最多となった。 

今後の課題 

及び 

今後の対応 

生涯学習推進協議会専門部会を、出前講座等に限定せず市民と行政が協働で広範な学習機

会を創出する場となるよう、具体的なテーマを設定して事業を展開していく。 

学校に地域連携教員が配置されたことにより学校と地域が連携した取り組みを行うなかで、学

校・地域・家庭の連携・協力体制を充実するためのふれあい学習推進委員会を活性化する。ま

た、ボランティアの育成や人材発掘のため、研修会や講座を開催し、ボランティア自身の向上や

子どもや青少年の健全育成を進める中で地域の教育力の向上を図る。 

講座開催に連携を推進することは、市民が参加しやすい環境を整備することとなるため、さら

に団体や企業と連携を図り、魅力ある講座を開催し、市民の学習意欲に対応して行きたい。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 全ての世代を対象とした社会教育の一層の充実に向け、託

児付き家庭教育講座などの工夫をされていることを評価しま

す。各公民館の創意工夫によってサークル活動が発展してい

くことを期待します。サークル活動の参加者の拡大や活動成

果の発表の場の充実を期待します。 

B 
成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 
 

施   策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 生涯学習課        

事 業 名 公民館管理運営事業 事 業 費 ４１，４５４千円 

開始年度 平成１８年度 根拠法令等 社会教育法 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

生涯学習の中核施設として地域に根ざした学習課題を的確に把握し、あらゆる世代に親しまれ

る各種講座の開催や公民館の持つ「つどう、まなぶ、つながる（むすぶ）」機能を生かし、自主サー

クル、各種団体への情報提供や支援にも努め、気軽に集まれる憩いの場、交流の場として地域コ

ミュニティーの再生と住民自治の発展、地域文化の創造と人づくりに寄与し、明るく住みよい地域

づくりを目指す。 

具体施策 

１ 各種公民館講座の開催 

・家庭教育講座（乳幼児から思春期まで、楽しく子育てするために悩みを解決する方法を学ぶ） 

・青尐年講座（新たな友達と一緒に行動し、自立心を養い協調性を学ぶ体験講座） 

・セカンドステージ支援講座（退職を迎えた団塊の世代に、地域への参画を支援する） 

・成人講座（実生活の充実や趣味を学び、受講生同士で地域の仲間づくりをする） 

・高齢者講座（健康維持や介護問題などを楽しく学び、毎日を元気に過ごしていく） 

２ 公民館自主サークルの支援（自主サークルの設立や運営に助言し、学習機会の充実を図る） 

３ 公民館まつりの開催（公民館講座生等の日頃の学習成果の発表の場として開催する） 

４ 施設の維持管理（施設の機能を維持し、清潔に保ち、利用者に気持ち良く利用してもらう） 

検   証 

１ 公民館講座は６２講座、４３３回を開催し、申込者は２，０２５人、延受講者は７，７０５人となっ

た。若いお母さんの参加を得るために実施した託児付きの家庭教育学級では、定員２０名のとこ

ろ参加１９名うち１８名が託児希望、また、別の講座では、定数２０名のところ参加１７名うち託児

希望３名となった。 

２ 自主サークルは前年より２団体増えて１５８団体となった。公民館を拠点として活発な活動が見

られる。 

３ 公民館まつりは２月の土、日曜日に４公民館が順次実施し、国分寺公民館で約２，２００人、南

河内で約５００人、石橋で約７００人、南河内東で約５００人の来館者となり、一部、悪天候に影響

されるも、盛大に実施できた。 

４ 施設の維持管理については、施設の老朽化により雤漏り、トイレ、排煙窓の修繕があった。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

１ 趣味の講座等は盛況だが、家庭教育講座に定員割れが多いため、託児付き講座を２講座開催

したところ、ほぼ定数の受講者を得られた。今後も託児付き講座を増やすほか、時期や内容（公

民館独自のカラーを出す）検討し、広報媒体を活用しながら、受講生の確保に努めなければなら

ない。 

２ 自主サークルの会員は高齢者が多く、徐々に人数が減尐し活動できなくなっているサークルも

あり、新たなサークルの設立のための支援や会員の加入促進が課題となっている。 

３ 建設から石橋公民館が４８年、国分寺公民館が３３年、南河内公民館が３４年を経過し施設の

老朽化が見られ、修繕箇所も増え、スポットで対応し、利用者に不便を来さないように心がける。

耐震診断の結果、石橋公民館の耐震性が不十分であるため改修を検討する必要がある。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 前年度の評価を活かして、幼児向けの事業が充実してきてい

ます。また、指導者の講習会を独自に実施していることを評

価します。 
B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 
 
 

施   策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名  スポーツ振興課 

事 業 名 保健体育総務事務事業 事 業 費    ９，８８８千円 

開始年度 平成１８年度 根拠法令等 

・スポーツ基本法 

・下野市スポーツ推進審議会に関する条例 

・下野市スポーツ推進委員に関する規則 

・下野市スポーツ尐年指導員設置規則 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  ■負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

市民 “ひとり１スポーツ”の推進を目指し、多様化する市民のスポーツに対する要望に応え、

子供から高齢者までの方が、いつでも気軽にスポーツに親しめるような環境整備を進めるととも

に、指導員の養成や資質の向上に努め、スポーツ活動の推進を図ることを目的とする。 

具体施策 

①スポーツ推進審議会を年３回開催し、スポーツ活動の拠点となる施設を整備するための基本

計画を審議し、また、体育施設の使用料の見直しについて協議を開始した。 

②スポーツ推進委員会を毎月開催し、市民スポーツ活動の充実を図るため、各種スポーツ事業

の運営、実技指導及び地域のスポーツクラブ育成のコーディネーターとして活動している。 

③尐年スポーツ指導員（99 名）を委嘱し、子どもの発育期のスポーツ活動に対し、それぞれの体

力、年齢、目的などに対応した実技指導を行った。 

④総合型スポーツクラブ事務局員（３名）を配置し、各クラブの円滑及び充実した事業運営を図る

ことを目的にクラブの活動支援を実施し、事業を展開した。 

検   証 

①スポーツ活動拠点整備基本計画について、スポーツ推進審議会の意見を聴きながら審議検討

し、議会に説明報告して決定した。また、体育施設の使用料の見直しについて、協議検討を開

始した。 

②スポーツ推進委員は、市民体育祭、キンボールスポーツ大会、ティーボール大会、駅伝・マラソ

ン大会等の行事等の運営・協力支援を行い、また、各種スポーツ教室や指導者講習会等に参

加し、知識や技術の習得など資質向上に努めた。 

③尐年スポーツ指導員は、県スポーツ尐年団や競技団体が主催する各種競技大会・指導者研

修会・団員交流会に参加するとともに、市スポーツ尐年団独自の指導者向けの研修を行い、

競技力の向上や団員の指導育成の習得に努めた。 

④総合型スポーツクラブは、各種スポーツ教室など市民のニーズに応じて、地域と密着した事業

展開に努めた。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

①スポーツ活動拠点整備基本計画を基に、大松山運動公園拡張整備事業の基本設計を策定す

る。また、体育施設の使用料について、スポーツ推進審議会の意見を求め、12 月の条例改正

を目標に進めたい。 

②スポーツ基本法に基づき、国及び県等と整合のとれた、本市のスポーツを総合的かつ計画的

に推進するための指針となる、下野市スポーツ推進計画を策定する。 

③スポーツ推進委員及び尐年スポーツ指導員の指導者の養成や資質の向上を図るため、各種

講習会や研修会を開催し指導者の育成を推進する。 

④総合型スポーツクラブと事業内容（幼児向け事業等）を調整しながら、市民のニーズに的確に

対応した事業を推進する。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 「水と緑のふれあいスポーツパーク」の計画理念に基づき、緑

を活かしながら、幅広い年齢層が利用できる整備計画になっ

ていることを高く評価します。実施段階においても十分な成果

が得られるよう期待します。 

B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 

 

施   策 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動を推進する体育施設の整備・拡充 所 属 名 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ活動拠点施設整備計画事業 事 業 費 ８，７３６千円 

開始年度 平成２４年度 根拠法令等 
下野市スポーツ活動拠点整備基本構想 

下野市スポーツ活動拠点整備基本計画 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

市民誰もがスポーツを親しみ、健康づくりができる施設や公式大会が行える陸上競技場

など本格的な運動公園が未整備であるため、市民が集い多種目のスポーツ・レクリエーショ

ン活動ができる施設の整備が課題となっていた。 

これらのニーズに応えるために、市民が身近にスポーツを楽しむことができるスポーツ活

動の拠点となる運動施設を主体とし、緑地機能並びに広域避難地としての機能を備えた公

園として整備を行う。 

具体施策 

平成２４年度に策定した「下野市スポーツ活動拠点整備基本構想」に基づき、スポーツ活

動拠点施設整備を実施するため、平成２５年度に「スポーツ活動拠点整備基本計画」を策定

した。 

 

① 検討委員会の開催（5回）  179千円（報償費 176千円、食糧費 3千円） 

   （委員 15名） 

② スポーツ活動拠点整備基本計画作成業務    8,557千円 

検   証 

市民からの公募やスポーツ関係機関、学校、団体等の代表者で構成される「スポーツ活

動拠点整備検討会」を設置し、多様な意見をいただきながら慎重に審議を行い、基本計画

（案）を作成し、その後、議会の意見やパブリックコメントにおいても意見をいただき、H26年 3

月に基本計画を策定することができた。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

H26 年度は、基本計画をもとに、基本設計及び現地測量等の調査を実施し、整備の基本

方針を決定していく。 

また、用地買収に伴う、地権者交渉を円滑に進め、早期の土地の買収と家屋移転に努め

る。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている 機織り埴輪を初めとする発掘調査の具体的な結果が出てい

ることを高く評価します。 

B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 

 

施   策 豊かに暮らす文化の振興 文化遺産の保存と活用 所 属 名   文化課 

事 業 名 文化財保護事業 事 業 費    １１，５３１千円 

開始年度 平成 18年度 根拠法令等 下野市文化財保護条例 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

市内に所在する国指定史跡（下野薬師寺跡、下野国分寺跡・尼寺跡、小金井一里塚を初め、

県指定 、市指定史跡 ・文化財 （合計 １ ０ ５件 ）の保護 ・管理 ・ 活用をおこな う 。                               

このほか、市内に所在する５５０か所の埋蔵文化財包蔵地・古墳等に対して開発行為の際に事

前の調査をおこない、記録保存として調査報告書を作成する。 

具体施策 

・文化財保護審議会の開催（年２回） 

・文化財悉皆調査 

・下野市文化財バーチャルミュージアム運営事業 

・市内史跡・文化財の清掃管理（小金井一里塚の害虫防除・剪定） 

・全国史跡整備市町村協議会総会 

・新庁舎建設に伴う埋蔵文化財発掘調査（現地見学会開催：見学者約 80人） 

・薬師寺コミュニティセンター建設に伴う発掘調査（現地見学会開催：見学者約 90人） 

・石橋病院移転に伴う発掘調査 

・三王山公園新設に伴う発掘調査 

・民間開発に伴う発掘調査（試掘・立会い工事：年間７０件） 

・発掘調査資料の整理・報告作業（甲塚古墳等） 

・県わがまち協働推進事業（補助）による干瓢生産道具活用事業、文化財活用事業による施設

案内板設置 

検   証 

・保護審議会の指導の下、文化財悉皆調査の成果を受け、市指定文化財の指定基準を検討し

ている。公共事業及び民間開発行為に伴う発掘調査をおこない、調査成果として現地説明会を

開催。また、これらの調査成果をバーチャルミュージアムとして市ＨＰに掲載。 

・平成１６年度に下野国分寺跡に関連して調査をおこなった甲塚古墳出土埴輪などの整理作業

をおこなった。全国でも事例の無い「機織りをする埴輪」などが確認された。３～５月の公開時に

約７，０００人の見学者が来訪（薬師寺歴史館・しもつけ風土記の丘資料館）。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

市内の小学校と連携した出前講座や体験事業をおこなっており、平成２５年度整備事業が完

了した国分寺跡についても県内各地から年間約８,０００人の小学生が郷土の歴史教育の一環と

して見学のため来訪している。国分寺跡・尼寺跡の見学のためのガイダンス施設の整備につい

ても早急な整備が必要であるが、現在、市には恒久的な文化財展示収蔵施設が無いため、民具

や干瓢関連用具等の文化財群と埋蔵文化財出土資料などを保管・展示・公開施設の整備も必

要となっている。 

特に全国的にも類例の無い埴輪や埋蔵文化財出土資料の保存と活用に関する施設の検討

が急務である。 
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平成２６年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２５年度事業) 
 

 

◎外部評価委員会 

総合評価 点検・評価に関するコメント 

A 十分成果が上がって良好に行われている イベントの中味や PR 活動が充実していることを高く評価しま

す。毎年、イベント内容も変えるなど工夫がなされ、入館者数

も増えています。 

ボランティアの積極的な関わりにより、歴史ある町としての市

の PRに結びついています。 

B 成果が上がって概ね良好に行われている 

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要 

 

 

 

施   策 豊かに暮らす文化の振興 文化遺産の保存と活用 所 属 名 文化課 

事 業 名 下野薬師寺歴史館管理運営事業 事 業 費    １０，１３０千円 

開始年度 平成 18年度 根拠法令等 下野市立史跡公園等展示施設条例 

実施方法 ■直接  □委託  □補助  □負担金  □その他〔                     〕 

目 的 

貴重な国民的財産である文化財を公共のために大切に保存するとともに、史跡公園等展示施

設として公開し、市民の学術文化の向上に寄与するための施設である。 

史跡下野薬師寺跡ふるさと歴史の広場を親しみのある史跡公園として一般公開するとともに、

下野薬師寺跡のガイダンス施設である歴史館の管理運営の充実に努め文化財に対する普及啓

発と情報発信を促進する。 

具体施策 

・ミニイベント「和本作り講座」（10名） 

・ベニバナ摘み体験・ベニバナ染め体験（31名） 

・夏休み企画「下野の昔ばなし～紙芝居と語りべの会」、「古代アクセサリー作り」（約 100名） 

・ミニイベント「薬師寺オリジナルてぬぐい活用講座」（20名） 

・下野市文化財絵画展（約 120名） 

・エゴマ灯明の会（約 220名） 

・歴史講演会・見学会「謎解き！しもつけ古墳群」（講演会 70名／見学会 32名） 

・ミニイベント「まが玉しおりを作ろう！」（10名） 

・歴史講演会「下野薬師寺と戒壇」（約 110名） 

・史跡まつり・甲塚古墳出土埴輪展示等（1,200名） 

・オリジナルグッズの製作・販売（約 3200点販売） 

検   証 

・夏休みの宿題として市内の小学生に「文化財」をテーマに絵を描いてもらい絵画展を開催。         

・史跡に隣接する薬師寺小学校との連携事業として史跡の見学や古代米の収穫、餅つき体験を

実施。エゴマの収穫などをおこない、その油を利用して秋に「灯明の会」を開催（約 220人参加）  

・例年３月梅の開花にあわせて史跡まつりを開催している。観光関連事業としてＪＲ東日本と連

携し「駅からハイキング」も同日開催（約 1,200 人参加）。また、道の駅を会場として薬師寺に関す

る講演会を開催。約 110人参加。 

今後の課題

及び 

今後の対応 

・館長のほか嘱託職員２名で管理運営をおこなっているが、職員のほか現在約４０名のボランテ

ィアの協力を得て様々な活動を進めている。毎年新規ボランティアを募集しており、５名程度増員

しているが、参加者の高齢化が目立っている。 

・下野薬師寺跡及び歴史館の知名度向上の為の PR 活動を今後も積極的に行っていく必要があ

る。また「道の駅しもつけ」等周辺の施設との連携も再度検討する。 
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氏   名 所  属  等 

上 原  秀 一 学識経験者（宇都宮大学教育学部准教授） 

五 月 女    洪  学識経験者（社会教育委員長） 

佐 藤 麻 矢 子  学識経験者（野ばら幼稚園園長） 

佐 藤  茂 男  学識経験者（元小山市立中小学校長） 

松 本  有 幸  公募委員（元ＪＩＣＡ理事） 

 

 

 

この点検・評価は、下野市総合計画に位置づけられた主要施策のうち、教育委員

会所管事業の内部評価を経た１０項目（平成２５年度事業）について行ったもので

あります。 

 外部評価委員会は、対象となった１０項目に対する総合評価として、４項目を「十

分成果が上がって良好に行われている」と評価しました。また、６項目を「成果が

上がって概ね良好に行われている」と評価しました。「成果が十分に上がっておら

ず改善が必要」と評価した項目は、ありませんでした。 

 外部評価委員会は、各事業の「点検・評価シート」において、「点検・評価に関

するコメント」として、各事業について特に高く評価する点や今後一層の改善が期

待される点などを示しましたが、全体的には概ね良好な実施状況と評価しました。 

 

 施策 １「次代を担う人材の育成」 

 

 下野市における教育行政を統括し一体的に推進する上で極めて重要な役割を担う

教育委員会議は、教育委員の積極的な審議及び討議によって良好に運営されていま

す。外部評価委員は、教育委員会議が定例会に加えて臨時会を多く開催している点、

また、教育委員が積極的に各種の行事に参加している点を評価します。今後、さら

にいっそう市民に開かれた教育委員会となるよう、行政のメディアを活用した情報

発信に努められることを期待します。 

 学校適正配置推進事業については、小・中学校における学習環境をより良いもの

とするため、いろいろな立場の人から丁寧に意見を聞き、具体的で実効性の高い計

画を策定されたことを評価します。教育研究振興事業については、国や県の学力調

査に加えて独自の調査を行い、各調査の結果を詳細に分析することで学力向上を図

９．外部評価委員会委員 

１０．外部評価委員会による総合意見 
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られていることを評価します。学力向上に向けた取り組みが各学校の特色を活かし

てさらに発展するよう期待します。下野子ども力発動プロジェクト事業については、

事業開始初年度にもかかわらず、すでに小中連携の活性化に資する成果が見られる

点を、特に高く評価します。具体的には、中学校の生徒会役員が、小学生に「自問

清掃」の方法を教えたり、教育のつどいで啓発活動を行ったりしました。こうした

成果が今後いっそう発展するよう期待します。 

 

 施策 ２「生涯にわたる学びの機会の充実」 

 

 市民誰もが生涯学習活動を通した心豊かな生活を送れるよう、様々な意欲的な取

り組みを推進されていることを評価します。 

 生涯学習推進事業については、ボランティアバンクや自治医大連携講座などの取

り組みが活発に行われています。特に、ボランティアバンクの登録者数が全体とし

て増加傾向にあることを評価します。今後は、ボランティアが学校支援などにおい

て活躍できるようにいっそうの工夫をされることを期待します。公民館管理運営事

業については、全ての世代を対象とした社会教育の充実に向け、託児付き講座など

の工夫をされていることを評価します。今後、各公民館の創意工夫によってサーク

ル活動が発展していくことを期待します。 

 また、全ての世代の市民の健康増進・体力向上に向け、スポーツの振興が重要で

す。保健体育総務事務事業については、幼児向けの事業が充実してきている点、ま

た、尐年スポーツ指導員に対する市独自の講習を実施している点を評価します。ス

ポーツ活動拠点施設整備計画事業は、東京オリンピック・パラリンピックと第７７

回国民体育大会の開催が予定され、市民のスポーツに対する関心が高まる中、大松

山運動公園周辺にスポーツ活動拠点を整備しようとするものです。このスポーツ活

動拠点が、「水と緑のふれあいスポーツパーク」という理念の下、幅広い年齢層が

利用できる施設として計画されている点を特に高く評価します。 

 

 施策 ３「豊かに暮らす文化の振興」 

 

 「豊かに暮らす文化の振興」施策に属する２事業は、いずれも「十分成果が上が

って良好に行われている」と特に高く評価します。文化財保護事業については、機

織り埴輪をはじめとする発掘調査の具体的な結果が出ている点を特に高く評価しま

す。下野薬師寺歴史館管理運営事業については、同館におけるイベントの内容の充

実度やＰＲ活動の積極性を特に高く評価します。 

 

 下野市教育委員会は、活動の活性化に向けて積極的な取り組みを続けていると言

えます。今後のいっそうの発展に向け、平成２０年度点検評価以来７回の点検評価

の実施状況を踏まえて、対象事業の選定や点検評価の手法について吟味し、必要に

応じて見直しを行うことが適切かと考えます。 



 

 

 

１． 下野市教育委員会事務局組織図 

 

 

２．下野市教育委員会点検評価に関する条例 

 

 

 

 

 

関係資料 



平成26年4月1日現在

◆都市公園等関連施設

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5

6 ◆図書館 6

7 1 7

8 2 8

9 3 9

10 10

11 11 石橋体育センター

12 1 12 石橋武道館

13 2 13 石橋弓道場

14 14 国分寺聖武館

15 3 15 国分寺武道館

16 4 下野国分寺跡 16

5 テーマ館

スポーツ交流館

史跡公園等（５施設）

学校教育グループ

教育長 生涯学習推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ生涯学習課 生涯学習情報センター

教育総務課

下 野 市 教 育 委 員 会 事 務 局 組 織 図

教育総務グループ

施設整備グループ

学校指導支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

学校教育課

小・中学校（１６校）

◆小・中学校

【 各 施 設 明 細 】

石橋小学校

吉田西小学校

吉田東小学校

祇園小学校

緑小学校

薬師寺小学校

南河内中学校

南河内第二中学校

石橋中学校

古山小学校

細谷小学校

石橋北小学校

国分寺小学校

国分寺中学校

国分寺東小学校

石橋図書館

国分寺図書館

南河内図書館

国分寺西小学校

南河内東部運動広場

国分寺静思館

南河内東体育館

南河内武道館

南河内弓道場

南河内体育センター

教育委員会
教育委員会
事 　務 　局
（教育次長）

南河内テニスコート

南河内ゲートボール場

南河内球場

五千石球場

西坪山球場

◆公民館

文　 化　 課　

文 化 財 グループ

小金井一里塚

南河内東公民館

◆体育施設

文化振興グループ

スポーツ振興ｸﾞﾙｰﾌﾟ

施設管理グループ

◆史跡公園等

下野国分尼寺跡公園

下野薬師寺跡ふるさと歴史の広場

石橋公民館

（下野薬師寺歴史館）

スポーツ振興課

国分寺公民館

体育施設（１６施設）

南河内公民館

3

7

2

4

5

公民館（４館）

図書館（３館）

グリムの館

1

都市公園等関連施設
（７施設）

国分寺B&G海洋ｾﾝﾀｰ

6

国分寺学校給食ｾﾝﾀｰ

別処山公園

祇園原公園

諏訪山公園

大松山運動公園

国分寺運動公園

柴公園

みのわ古城公園



○下野市教育委員会点検評価に関する条例 

平成２５年３月２２日 

条例第１１号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律

第１６２号。以下「法」という。）第２７条の規定に基づき、下野市教育委員会

（以下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて、点検及び評価（以下「点検評価」という。）を実施することにより、効果

的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たすため、その実

施に関する必要な事項を定めるものとする。 

（点検評価の対象） 

第２条 点検評価の対象は、教育委員会の権限に属する事務事業全般とし、下野市

教育計画に掲げた施策事業のうち、教育行政の推進上での主要事業、その他点検

評価を行うことが必要と認める事業とする。 

（点検評価の実施） 

第３条 点検評価は、毎年度１回、対象事業の取組状況、実施による成果及び課題

等を分析検討の上、今後の取組の方向性を明らかにするものとする。 

（外部評価委員会の設置） 

第４条 教育委員会は、前条の点検評価の実施に関し、その客観性の確保を図ると

ともに、法第２７条第２項に規定する教育に関し学識経験を有する者の知見を活

用するため、教育委員会点検評価外部評価委員会（以下「外部評価委員会」とい

う。）を設置する。 

（外部評価委員会の所掌事務） 

第５条 外部評価委員会は、教育委員会の実施した点検評価について、意見を述べ

るものとする。 

２ 外部評価委員会は、前項の意見について、取りまとめた結果を教育委員会に報

告するものとする。 

（外部評価委員会の組織） 

第６条 外部評価委員会は、５人以内の委員で組織し、次に掲げる者のうちから、



教育委員会が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） 教育委員会が必要と認めた者 

２ 外部評価委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 外部評価委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

４ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

５ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指定

する委員がその職務を行う。 

（報告及び公表） 

第７条 教育委員会は、点検評価の結果に関する報告書を作成し、市議会に報告す

るとともに、市民へ公表するものとする。 

（庶務） 

第８条 点検評価の実施に関する庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

（補則） 

第９条 この条例に定めるもののほか、点検評価の実施に関して必要な事項は、教

育委員会が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 
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